
　今推定炭量に就いて，實∫瞬蓉を50％とすれ1邸魔牧推

、定炭量約470萬埴を得る。

　　ノ
8．稼行状況

　本調査地旺は未稼行で，今次の調査によつて，羨轡の　．

賦存状況の一部を知る事が出來たに過ぎない。更に調査

・が進むに從つて，地腎の露出歌況不良准本地斑では・未

知炭暦の叢見される公算が大である。目丁九州鑛山株式‘

會枇は地匿内で最も炭轡の纒つて叢達する炭ノ澤附近の』

炭署を稼行甥象として開獲計書を立てて居る。

　　　　9　　　　　9．結　 論

　爽瀟の賦存勤頃つては糖の賦存1伏況麟徳
いが，・今次調査によつて知り裾た炭澤附近の炭暦のみを

甥象としぞも，推定實牧炭量約470萬聴，豫想炭量約1

千萬埴を見込む事が出來，充分に稼行優値がある。

　またオ・ンネナイ融和ナイ澤問の蝦暦ケこ就い燭
駄査が進めぼ，吏に炭量は増加するものと考える。依つて

當地匠の開襲に當つては・先づ最も適切な韓蓬方法を講

　じて1炭ノ澤附近め炭暦を採痢すると共に，調査未了地

域の精査を行い，未知炭暦の畿見に努力すべ．きである。一

　　　　　　　　　　　　　（以上）
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・岩手縣和賀郡土畑鑛山電氣探鑛調査

室佳正義瀞

R6sum6

Reports　of　Ele｛ltricaf　Prospecting　at

，Tsubhihata　Minむ，Iwate　Prefecture．

　　　by　M．MUrozu卑i．　（

　A　survey、was　carried　out　by　nieans　of

　　　　　　　　　もspontaneous　polarization　and　resistivity　n｝ethod　l

，f6r　discovering　an　unknown　deposit　on　the『

s（）uthern　part　of　Shiratsuchi　deposits．　Some

weaklndicatignshave玲ecn－rec・gnizedatthe・

1加ints　of　neafly　apart40ml　south　and120m

south・eastfr・血lthe9・u‡h・reb・dy“Shirats距

chiンl　deposits　by　S．P。me‡hod．No　evident

indication，however，has　been　able　to　find　by

resistivity　nlethod・　F亡rtηer　exploration　by　cor6

drills　will　be　necessary．The　author　is　r6ady

to　point』out　the　most　suitable　spots　for　it，if

necessaryJ
〆
要
　
　
約

　　土畑鑛山における黒鑛々床調査の爲，自然電位法及び

　卑抵抗法により電氣探鑛を實施した。自然電位法により

　　白土鑛床中の南鑛艦の南約40m附近及び南東方約120m

　附近に徴かな示徴を得た。比抵抗法の結果は蝕り顯著で

　　はないが前者と比較して総合的に考究した結果この附近

　　に潜在鑛床を推定し得られるに至つたので之に野して更

　　に探鑛を行う必要があるものξ考えられるoこのために
＼

　　啓物理探鑛部　㌦・

測黙「サ34」「ス40」附近嬉試錐を實施して探鑛すること

が適當と題われる。

緒　　営

［琳・22年7月3殴り＄月12日1こ至為411燗・二欄輝

山に於いて電氣探鑛に從事したQ玄玄に翼結果を報告する’

本調査では筆者の外金井米明，、本聞一卑B，杉山半佑び

電i氣探鑛を，宮澤！芳紀‘が測量を澹嘗した○　・

1。　位置及び交通

ニヒ畑鑛山は岩手縣和賀郡湯田村湯川に在って横黒線陸

中川尻騨の南方約3kmに噛る位置にある。、陸中川犀騨と

鑛山との間はトラツク鱒じ得る外・覚髄馬車を通じ又・

其途中上野々より鑛山へ峠索道を通じていて蓮搬は至つ

て便利であ』るo

　　　　2』地形・地質及び鑛床、

　　　　　　　　　　　　　　　　唾本鑛山は奥初山脈の中央部，和賀川の南方標高260～550

mの附近に在つて，地形は可なり喰しい・鑛山事務所と

櫓ノ峠との間には略北々西に走る山嶺があり，今回の調
’
査
逼
域 はこの鵯嶺の東斜面の一部を占めている。第1圖

第2間に示す如く調査駐域内は比高約100mあり，匿域の

略中央部を前記山嶺の支脈が西より東へ横切つてお6，

之を挾んで西より東に並走する二つの澤がある。との支

脈は東方へ略15。傾き北斜面は約35Qの傾斜で60～30

m降下し，その北は澤迄の闘は極く緩かに北及東に傾い

ている。又南斜面は南東へ25。内外で傾斜している6一ご

の支脈の北には北東へ走る支脈があつて本調査匿域の北

西隅を過つてお1わ，此附近は比高は約70mあ、る。　F

・52
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第1圃　土畑鑛山附近地形圖

　地質及び鑛床に關しては昭和21年10－11月行われた當

所岩生撰膏の調査があるが，その結果に‡れば本鑛山附

近は主として薪第三紀の緑色凝友岩及び石英粗面岩より

構成されている6緑色凝友岩暦は整合關係にある上下の』

凝荻岩暦に分けられ上部の肇のは細粒で暦理も明らかで

あ巻がジ下部のものは粗粒で暦理が比較的明瞭で毒い。

石英粗面岩は下部凝友岩暦の下位に叢達している。

鑛床は下部の凝友岩暦中に胚胎された敷個の黒鑛式網

朕の鑛鎧塑ら出來ており，夫々畑亭，。白土，本仁王澤，．

風倉，赤倉等と呼ばれ七いる。之等の中現在主に稼行中

のものは畑4㍉赤倉の二鑛床であ多。鑛床の生成聾構は

朋らかでないが，上部の凝次岩暦は冠岩の作用をなした

ものと推定される。鑛石は主として黄銅鑛と黄鐵鑛とか

らな禰鑛で鰯隙L5～α8響均1％肇鱗る・、

　　　　　　3．電纂探鑛

　　ず（i）調査目的

　　岩生按官の地質調査の結果，畑李鑛床附近及び大鞍山

　よわ白‡鑛床を輕由てし檜ノ峠に至る一・幣に亘り，鑛化

　作用を粟けていると認められる地帯が叢見ざれたので，

　その附近に於ける新鑛床賦存ρ有無を探査する目的を以

　て，電氣探鑛を行つだ。而して調査を要すろ地帯は相鴬

　廣範園に亘つており，之等全般について調査を行うに’

　億相営の日時を套するので，今回は白土鑛床の南方約

噂　9D，・ooqm2の地域に於いてのみ調査を實施した。（第1圖）

　　（ii）調査方法
　　白土鑛床は南北の2鑛騰があわ，北方のものは既に採

　掘し盤され，南方のものは上部のみ採掘されたが，此慮

　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　〆
噌
で は表土が暇没むて池とな℃）てい為め

で，その西方を北から南に過る長さ550・

士nの測線を設げて「誕一線」と名付け，

測線上に10m毎に測黙を作つて北方より

　　む順次「ほ，に，は……ア，イ，ウ…ダコの記

號創れ編又rちタ・チ・ハ・刈ラジ

ズ」の7黙を横切1）本測線に直交する長

㌧』さ300mの測線を設置，之等各測銀上に

10m毎に測黙を設けて夫々西方よめ20

ル50の番號を付けた，更に20～40或は

　30～5Q聞に於いて「ケ，ズ，チ，ヌ7

フ」の五測線を設けた。（第2圖）

　本鑛山で實施した電氣探鑛法は自然電

位法及び比抵抗法矯あつて，自然電位法

においては遍1域丙の一定黙（コ30附近）

を基準として各測黙との間の電位差を測

定したo叉比抵抗法においては各測線に

沿つて電極を配麗し二極法，四極法を用

いて調査を行つた。電極間隔を二極法においては10，20，

40，60mの4種，四極法においては2ρmとして，10m毎

に測定むた。その測定結果をr3c一劉におけるものを

第3圖に，その他の各測線におけるものをまとめて第4

圏自然電位分布高，第5、6周比抵抗分布圖として示し

た6第3圖には自然電位法及び比抵抗法中，四極法の結

　馨高線毎．五米、　　　’盛・』盤’

第2圖　土畑鑛山電氣搾鑛優域地形並測線配置圖
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栗を曲線を以て示し，又二極法による結果は比抵抗値を

ハッチを用いて魔別し，地形の凹凸を考慮してそり深さ

による分布状態を表わしたげこの場合深ざは電極間隔
（，a）、めエとした♂略
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（撮）調査結果　　　P』　　爺
第3周に見られる様に「30r線」においては・自然電

位傾最高C＋）46mv，最偉（一）35卑vで其差約80mv

であるが，白土鑛床の南鑛薩の存在する附近3師「カ」1

　　　　　よら北側に於ては電位が低下してい多

　　　　　外，特に大きな攣イヒは認められない。叉比

　　　　　抵抗は四極法による紬果で見ると》「二」

　　　　　を境界どして北は低く南は高く，術北郷

　　　　　では殆んど攣i化はないが，南側では可な

　　　　　bの攣動が見られる。二極法における深、

　　　　　度20m邊の比抵紛布をこの曲線と較べ

　　　　　て見る≧，略同檬な攣化卯あることが到

　　　　　明するが，添測線中既知鑛床附近におい

　　　　　ては比抵抗の攣化は特に認められない。

　　　　　第4圖においては「勤34」「不42」に（一）

　　　　　20mv以下の負中心を形成するもの及ぴ

　1…一　㍉「ハ3。rマ25」附近に負電位を見る外7異

L
。ト ・・　」　　　　　　　1
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ワ
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第3圖地形及自然電位比抵抗i封照圏
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常と認め得るものはない。而して「ハ3。

一マ25」附近の負電位は地形の影響によ

ーると考えるのが至嘗であろう。采第5圖

（A）　では「マ鯉一フき1」「タ48」　に特に

高比抵抗部「サ41」附近に比較的高比抵

抗部，「サ22一タ23」，「ス45」附近に低比抵

抗部の分布を見ることが出來るが，之等

の分布朕態は同圖（召），及び第6圏に於

七も略類似している。二極法鋲よる篭極『

聞隔40，60mの場合同檬な分布が見られ

、圖面を省略した。「マ鯉一フ31」の高比抵

　lA、乳31oフπ（二極周

ナ

，卑

タ　ー

「

　　！

ツ、
　　もナ

　 コ…諺｝『
、／一一・マ『’乙《

，L5一

ガ
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、軍位皿▽　　皿
第4圖　自然電位分布圖・

～D　　　　　L5 35 40　　　　’45　　　　　59

　　恥K幅、匙、＿．品＿塑
．第5圖（A）比抵抗分布圖

喝　　54

地質調査所月報 Vol.1 No.1 (1950)



、

（B）．’乱讐2伽（二極司 哉冨20批‘四極紬
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第5圖（B）比抵抗分布圏

　　抗は珪化幣或は石英粗面岩等の物質の分布によるものと

　　考えられるが・薪舞床の存在を推定し得る程の徴候は認

　　められないo「サ22一タ23」・「ス45」附近の低比抵抗は其周
駒

　　園に較べて特に著しい攣化を示しているもゐでもない』

　　が，第4圖を滲照すれぱ「ス45」附近1とは一鷹鑛床賦存

　　を推定してもよいと考えられ砺．
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第6圖、比抵航分布圖

本鑛山で實施した電氣探鑛法は自然電位法及び比抵抗

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ法である。其結果自然電位法により「サ34」「ス42」附近

に飴ら顯著ではないが負中心を認め，叉比抵抗法でも飴

わ題著な微候は得られな参づたが，爾結果を考究して“

鷹こ，の附近に潜在鑛床を推定し得るの宅，之に封しては

更1こ探鑛雛める必要があるもの．と考魑れる。其爲に

は先づ試錐を實施することが適當であり，その地黙とし

て1嫉「サ34」・「ス40」附近が最輝と考えられるσ、1「

雑　報　欄
553．623：550．8（521．22）

茨城縣常陸太田町附泌の天然畦砂

　　　〔位置・交通〕
　　　　　　　カツミゴウ　　　　トコシ
　　『茨城縣久慈郡金郷村中利員附近一一蕾。常陸太田町の北

　　聖西12kmで，バスの便がある○

　　　〔地質及び珪砂暦〕’

＼　　　、地質は第三紀暦の凝准岩質頁岩からなり，極めて緩ぐ

　　西に傾斜し』ているoこれを覆つて珪砂層及ぴ，礫暦が襲

　　蓬するが，之を敏く場合もある。、珪砂暦は礫暦の下部に

　　2m乃至4～5mの厚さで存在するもので，頁岩の薄暦

　　を敏枚爽有し，又礫暦に近い部分は小礫を混えているo
　　　　　　　　　　　モ　　問題の漸雌郷村晒9南西6～7・・m碗駆醗
　　約100m位の範園内は礫暦を敏き，天然に水洗された白

　　色珪砂が地表を覆つているb1ケ所試掘の結果は地表か

　　ら深さ2間以上珪砂層が連綾し，下部の方が比較的色が

　　自い，と云浄）れるが，これは小珪砂暦の中心部に鴬り，偶

々表土が極めて薄いどころと推定され，他の観察し得る

霧頭に於ては悉く珪砂暦は薄《且品位が極めて低い。叉

厚さ2m乃至4m位の礫暦に覆おれてい為勝が多い。、

〔珪砂〕

今回の調査範園では珪砂は全薩として赤福色を呈し，

粘宰，長石，珪岩礫，頁岩礫、角閃石等不純物を多量に・

混えている。珪砂拉は1mm程度域下で微粉を混え，透

明な石英粒である。良質と見られる部分を充分水洗した

もの」分析値は次の通りである。（分析は徳永ガラス株

式會肚）

　SiO2Al203Fe203CaO＋MgO　AIKali
　92．13　　4．54　　　0．16　　　　0．62　　　．　　2．10

この値は鐵分少く｝や瓦良好であるが，鑛床全膣として．・

ばこのような都分は極あて少ないと見られる。
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